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発

行

責

任

者 

楠

木

忠

司 

編

集

責

任

者 

編

集

委

員

会

ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
の
予

定
で
す 

が
堤
堤
防

下
の
河
川

や
工
事
に

伴
う
諸
問

題
な
ど
話

し
合
う
場

を
持
つ
こ

と
に
し
て

い
ま
す
。

な
お
、
日

程
は
後
日

お
知
ら
せ

し
ま
す
。 

町内新聞２月１日号で平成１８年度町内会総会を４月１５日(土)午後６時より行う

予定でしたが、諸般の状況により、総会の期日を上記のように変更致します。また、

町内役員会も３月１８日(土)を４月１日(土)に変更します。なお、時間は午後７時から

です。４月８日(土)午後７時からの町内会役員会は予定通り行います。 

 

２
月
26
日
（
日
）
、
午
後

６
時
よ
り
町
内
会
三
役
会
議

を
開
催
し
、
①
平
成
18
年
度

町
内
会
総
会
、
②
新
春
ク
ロ

ス
ワ
ー
ド
の
抽
選
、
③
あ
っ

た
か
か
え
る
隊
・
子
ど
も
か

け
込
み
１
１
０
番
の
応
募
状

況
。
④
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
の

入
退
団
式
及
び
防
火
教
室
、

⑤
陵
南
学
区
友
好
国
際
交
流

実
行
委
員
会
委
員
の
募
集
等

を
協
議
し
ま
し
た
。 

 
①
平
成
18
年
度
町
内
会
総

会
で
は
、
➊
資
料
作
成
の
担

当
、
当
日
の
任
務
分
担
等
の

決
定
。
➋
総
会
期
日
、
役
員

開
催
期
日
の
変
更
、
②
ク
ロ

ス
ワ
ー
ド
ク
イ
ズ
で
は
厳
正

に
10
名
の
方
を
抽
選
し
た
。

③
陵
南
あ
っ
た
か
か
え
る
隊

は
数
人
の
応
募
は
あ
っ
た

が
、
引
き
続
き
募
集
を
行
う

と
共
に
、
近
々
関
係
者
の
会

議
を
行
う
。
子
ど
も
か
け
込

み
１
１
０
番
は
現
在
、
３
世

帯
の
申
し
込
み
が
あ
り
、
こ

れ
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
公

募
し
て
い
く
。
④
入
退
団
式

に
は
町
内
会
三
役
の
出
席
、 

高
く
な
る)

工
事(

写
真

左)

も
進
ん
で
い
ま
す
。 

 

現
在
の
状
況
で
工
事
が

進
行
す
れ
ば
、
平
成
19
年

度
よ
り
現
在
の
堤
防
の
踏

切
が
通
行
で
き
な
く
な

り
、
堤
防
下
に
仮
道
を
通

行
す
る
こ
と
に
な
る
そ
う

で
す
な
お
、
仮
道
は
平
成

18
年
度
中
に
造
る
予
定
と

の
こ
と
で
す
。 

 

ま
た
、
右
岸
（
花
尻
側
）

の
堤
防
は
現
在
よ
り
約
１

ｍ
50
㎝
ぐ
ら
い
高
く
な
り

ま
す
。 

 

そ
し
て
、
全
体
の
完
成

は
平
成
20
年
度
の
予
定
で

す
。 

 

以
上
が
こ
れ
か
ら
の 

★笹が瀬川改修工事に伴い 

 吉備線付け替え工事進む 

★完成は吉備線、堤防とも 

 に平成 20 年度の予定！ 

★平成 19 年度より堤防の改 

 修工事の予定!! 

春の火災予防運動が３月１日～７日まで実施されます。火災には気をつけて下さい。 

町内会でも来たる３月１８日(土)午前10時30分ごろからききょう公園で防火教室を

行います。当日、焼きそば、お好み焼き、綿菓子、ポップコーン等の出店を予定して

います。全て無料ですが、一人一品でお願いします。 ※雨天の場合は中止 

 

現
在
、
笹
ヶ
瀬
川
堤

防
の
改
修
工
事
も
平

成
20
年
度
の
完
成
を

目
指
し
、
急
ピ
ッ
チ
で

進
ん
で
い
ま
す
。 

中

で
も
、
一
番
の
難
関
で

あ
る
吉
備
線
の
付
け

替
え
（
約
10
ｍ
南
に
よ

り
、
現
在
よ
り
少
し 

 

新
年
恒
例
の
「
ク
ロ
ス
ワ

ー
ド
ク
イ
ズ
」
を
実
施
し
た

と
こ
ろ
、
皆
様
よ
り
28
通
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
去
る

２
月
26
日
（
日
）
三
役
会
議

を
行
い
、
厳
正
に
抽
選
し
た

結
果
、
次
の
方
が
当
選
さ
れ

ま
し
た
。 

  

当
選
さ
れ
た
方
に
は
記
念

品
を
贈
り
ま
す
。 

☆
森
本
寿 

☆
野
々
口
斐
子 

☆
宮
脇
俊
作 

☆
別
府
秀
樹 

☆
板
野
隆 

☆
阿
部
加
代
子 

☆
則
武
新
平 

☆
平
岡
由
佳 

☆
菅
野
誠
二 

☆
高
木
光
代 

 
 
 
 
 
 
(

敬
称
略)

終
了
後
、
公
園
で
消
防
車
両

の
展
示
、
は
し
ご
車
の
試
乗

体
験
、
起
震
車
で
地
震
の
体

験
、
水
消
火
器
で
の
取
り
扱

い
訓
練
を
行
う
予
定
で
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
⑤
陵

南
学
区
友
好
国
際
交
流
実
行

委
員
会
委
員
の
募
集
に
引
き

続
き
協
力
を
し
て
い
く
。
尚
、

会
費
は
年
額
一
口
、
千
円
で
、

期
間
は
１
月
よ
り
12
月
迄
の

一
年
間
で
す
。 

ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
ク
イ
ズ
応

募
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

工事が進む堤防改修工事に伴う吉備線付け替え工事 
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そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ナ
ー
で

は
児
童
達
が
研
究
を
重
ね
た

成
果
が
発
表
さ
れ
、
参
加
し

た
地
域
の
方
や
保
護
者
の

方
々
も
大
人
顔
負
け
の
内
容

に
驚
い
て
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
き
っ
か
け
は
、
毎
年

５
年
生
が
田
植
え
か
ら
稲
刈

り
ま
で
近
く
の
田
ん
ぼ
を
借

り
て
行
な
っ
て
お
り
、
昨
年

に
続
い
て
開
催
の
運
び
に
な

り
ま
し
た
。
も
う
一
つ
感
心

し
た
の
は
、
来
賓
へ
の
案
内

文
書
で
す
。
全
て
５
年
生
の

児
童
の
手
書
き
で
、
名
前
ま

で
記
入
し
て
あ
り
心
温
ま
る

案
内
文
書
と
感
じ
ま
し
た
。

昨年、地元の方々の協力で田植えから稲刈りまで行った５年
生の児童が中心となり、地元・保護者の方を招待し、体育館で
「お米博覧会２００６」 ～伝えようお米情報～ が開催されまし
た。出席した皆さんも色々な発表に感心していました。 

 

業
者
へ
の
売
り

上
げ
金
、
市
か
ら

の
助
成
金
は
今
後

の
子
ど
も
会
活
動

の
資
金
と
し
て
使

わ
せ
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

  

町
内
会
の
皆
様

に
は
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
と
共

に
、
平
成
18
年
度

も
ご
協
力
を
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま

す
。 

 

去
る
２
月
10
日(
金)

午
前
９
時
よ
り
陵
南
小

学
校
体
育
館
で
５
年
生

の
児
童
に
よ
る
「
お
こ
め

博
覧
会
」
が
開
催
さ
れ
、

招
待
者
、
保
護
者
な
ど
約

１
０
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
開
会
式
に
続
き
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
入

り
、
体
育
館
内
を
６
つ
の

コ
ー
ナ
ー
に
分
け
て
、 

お
米
の
料
理
を
発
表
す
る
児
童 

 

去
る
２
月
25
日
（
日
）
、

花
尻
子
ど
も
会
育
成
会
は
今

年
度
４
回
目
の
資
源
化
物
回

収
を
行
い
ま
し
た
。 

 

朝
９
時
か
ら
宣
伝
カ
ー
で

協
力
を
呼
び
掛
け
て
町
内
を

回
り
、
10
時
か
ら
は
各
家
庭

か
ら
玄
関
先
等
に
出
さ
れ
て

い
る
資
源
化
物
を
車
で
回
収

し
て
き
き
ょ
う
公
園
に
運
び

ま
し
た
。 

き
き
ょ
う
公
園

で
は
、
育
成
会
、
子
ど
も
会 

子ども達や育成会役員の皆さんでトラックに積み込み 

続
い
て
、
餅
つ
き
を
行
い 

ま
し
た
。
保
護
者
の
方
や

地
域
の
方
達
が
手
伝
い
な

が
ら
子
ど
も
達
と
餅
つ
き

を
行
い
、
つ
き
上
が
っ
た

餅
は
参
加
し
た
人
達
に
振

る
舞
わ
れ
ま
し
た
。 

Ａ
コ
ー
ナ
ー
が
世
界
の

お
米
、
Ｂ
コ
ー
ナ
ー
が

日
本
の
お
米
、
Ｃ
コ
ー

ナ
ー
が
お
米
の
歴
史
、

Ｄ
コ
ー
ナ
ー
が
人
気
の

お
米
、
品
種
コ
ー
ナ
ー
、

Ｅ
コ
ー
ナ
ー
が
お
米
の

害
虫
・
環
境
に
や
さ
し

い
米
づ
く
り
、
Ｆ
コ
ー

ナ
ー
が
い
ろ
い
ろ
な
お

米
料
理
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

の
皆
さ
ん
が
、
車
か
ら
資
源

化
物
を
降
ろ
し
、
新
聞
紙
・

段
ボ
ー
ル
・
ア
ル
ミ
缶
・
古

布
な
ど
を
手
際
よ
く
仕
分
け

し
ま
し
た 

  

11
時
前
に
業
者
の
ト
ラ
ッ

ク
が
到
着
し
、
全
員
で
積
み

込
み
作
業
を
行
い
ま
し
た
。 

  

平
成
17
年
度
は
町
内
の
皆

様
の
ご
協
力
を
頂
き
、
計
４

回
の
資
源
化
物
回
収
を
行
い

ま
し
た
。 

５
年
生
の
児
童
が
お
米
に
つ
い
て
六
つ
の 

コ
ー
ナ
ー
に
分
か
れ
学
習
結
果
を
発
表
！ 

米
の
品
種
改
良
に
つ
い
て
研 

究
成
果
を
発
表
す
る
児
童 

収
穫
し
た
餅
米
で
餅
を
つ
く
子

ど
も
達
と
保
護
者
の
皆
さ
ん 

町
内
会
の
皆
さ
ん
に
は
お
世
話
に
な
り
ま
し
た 

 
 
 

来
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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区
の
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
」
と
言
う
も
の
で
し
た
。

 

講
演
内
容
は
「
吉
備
地

区
に
は
多
く
の
お
宝
が
あ

る
。
そ
の
お
宝
が
西
口
の

デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

に
入
っ
て
い
る
。
あ
る
も

の
は
生
か
す
。
無
い
物
は

作
る
こ
と
が
大
切
。
そ
の

為
に
は
歩
い
て
地
域
の
良

さ
を
見
直
す
。
歩
い
て
楽

し
い
町
、
元
気
な
町
を
作

る
。
ま
ち
づ
く
り
の
主
人

公
は
市
民
。
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
を
大
切
に
す

る
。
安
心
・
安
全
の
ま
ち

づ
く
り
、
防
災
に
強
い
宇

ま
ち
づ
く
り
が
必
要
。
１

人
の
百
歩
よ
り
百
人
の
一

歩
が
大
切
。
」
と
の
お
話

で
し
た
。 

 

続
い
て
、
吹
奏
楽
演
奏 

が
倉
敷
グ
リ
ー
ン
ハ
ー
モ 

ニ
ー
の
納
所
博
文
さ
ん
と
岡

山
吹
奏
楽
団
の
谷
口
加
津
子

さ
ん
の
二
人
で
サ
ッ
ク
ス
ホ

ー
ン
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
が
演

奏
さ
れ
、
素
晴
ら
し
い
音
色

に
惜
し
み
な
い
拍
手
が
送
ら

れ
ま
し
た
。 

 

続
い
て
、
可
愛
い
幼
児
達

が
雛
祭
り
の
歌
、
「
う
れ
し

い
ひ
な
ま
つ
り
」
と
「
み
ん

な
と
も
だ
ち
」
を
歌
い
、
盛

大
な
拍
手
、
そ
し
て
、
お
菓

子
が
配
ら
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
子
ど
も
達
は
和
室

に
飾
ら
れ
た
立
派
な
雛
人
形

や
70
年
前
の
風
格
の
あ
る
雛

人
形
の
前
で
お
琴
を
習
っ
た

り
、
お
話
を
し
た
り
し
て
い

ま
し
た
。 

  

二
日
目
も
色
々
な
出
し
物

が
披
露
さ
れ
、
有
意
義
な
二

日
間
と
な
り
ま
し
た
。 

学
区
体
協
主
催 

 
 

バ
ト
ミ
ン
ト
ン
大
会
が 

 
 
 
 

開
催
さ
れ
る
！ 

  

去
る
２
月
19
日
（
日
）
、

今
年
最
初
と
な
る
陵
南
学
区

主
催
の
行
事
、
バ
ト
ミ
ン
ト

ン
大
会
が
陵
南
小
学
校
体
育

館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 

 

試
合
は
Ａ
・
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

に
分
か
れ
て
行
わ
れ
、
花
尻

チ
ー
ム
は
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
で
出

場
し
、
平
野
松
陽
・
白
石
チ

ー
ム
と
対
戦
し
、
白
熱
し
た

試
合
と
な
り
ま
し
た
が
、
一

勝
一
敗
と
な
り
惜
し
く
も
決

勝
戦
に
進
出
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。 

 

大
会
を
通
し
て
、
他
チ
ー

ム
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
図
ら
れ
、
楽
し
い
一
日
で

し
た
。 

 

去
る
２
月
25
日(

土)
・

26
日(

日)

の
両
日
、
陵
南

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
に

お
い
て
、
陵
南
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
協
議
会
・
学
区
婦
人

会
共
催
の
も
と
、
「
陵
南

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
発
表
会
」

が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 

  

玄
関
を
入
っ
た
と
こ
ろ

や 階
段
、
２
階
に
は
講
座
生

の
方
や
地
域
の
方
が
制
作

し
た
生
け
花
や
ア
ー
ト
フ 

ラ
ワ
ー
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

等
が
壁
や
机
に
展
示
さ
れ

て
い
ま
し
た
。 

 

 

ま
た
、
玄
関
正
面
と
和

室
に
は
立
派
な
お
ひ
な
様

も
飾
ら
れ
て
お
り
、
聞
く

と
古
い
も
の
は
、
花
尻
本

町
の
則
武
薫
さ
ん
が
子
ど

も
の
頃
の
も
の
と
聞
い

て
、
人
形
の
保
存
の
良
さ

に
驚
き
ま
し
た
。 

 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
式
典

は
午
前
10
時
よ
り
分
島
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

事
務
局
長
の
司
会
に
始

ま
り
、
平
松
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
協
議
会
会
長
の
挨
拶

に
続
き
、
来
賓
の
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。 

  

次
に
講
演
に
入
り
、
こ

の
度
は
吉
備
公
民
館
長

の
峰
松 

妙(

み
ね
ま
つ 

た
え)

さ
ん
の
講
演
を
聞

き
ま
し
た
。 

 

テ
ー
マ
は
「
吉
備
地 

一
日
目
は
峰
松
公
民
館
長
の
講
演
会
や
吹
奏
演
奏
会
、

幼
児
に
よ
る
「
ひ
な
祭
り
の
歌
」
、
二
日
目
は
民
謡
、

踊
り
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、
銭
太
鼓
、
詩
吟
、
カ
ラ
オ

ケ
等
、
講
座
生
に
よ
る
発
表
会
、
ま
た
、
両
日
通
し
て
、

お
ひ
な
様
、
生
け
花
、
ペ
ン
習
字
・
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
・

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
等
の
作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

この写真の右側が約 70 年前の則武薫さん
(花尻本町)が子どもの時のおひな様     
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会
育
成
会
で
運
営
し
て
い

ま
す
。 

 

無
理
の
な
い
練
習
で
学

年
・
実
力
に
応
じ
た
カ
リ

ュ
キ
ラ
ム
を
組
ん
で
い
る

の
で
安
心
で
す
。
更
に
、

夏
ま
つ
り
、
秋
ま
つ
り
の

参
加
、
夏
に
は
デ
イ
キ
ャ

ン
プ
も
行
っ
て
お
り
、
親

子
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

練
習
や
試
合
を
通
し
て
友

達
の
輪
も
広
が
り
、
礼
儀

作
法
や
将
来
必
要
に
な
っ

て
く
る
忍
耐
力
、
協
調
性

が
自
然
に
身
に
付
き
、
思

い
や
り
を
持
っ
た
子
ど
も

達
が
育
ち
ま
す
。 

 

ま
た
、
子
ど
も
達
の
触

れ
合
い
に
よ
り
、
成
長
が

手
に
取
る
よ
う
に
わ
か

り
、
健
全
な
親
子
関
係
が

生
ま
れ
ま
す
。 

  

い
つ
で
も
、
遠
慮
無
く

声
を
掛
け
て
下
さ
い
。 

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル 

 
 

ご
苦
労
様
で
し
た 

 

去
る
２
月
18
日
（
土
）

福
利
厚
生
部
と
子
ど
も

会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
監

督
・
コ
ー
チ
14
名
の
皆

さ
ん
が
参
加
し
、
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
し

た
。 

 

午
後
８
時
頃
集
合
し
、

普
門
副
会
長
か
ら
説
明

を
聞
い
た
後
、
早
速
、
あ

か
ね
町
、
本
町
方
面
へ
、

続
い
て
、
み
ど
り
町
、
き

き
ょ
う
町
を
パ
ト
ロ
ー

ル
し
、
防
犯
を
訴
え
な
が

ら
、
不
審
者
に
も
目
を
光

ら
せ
ま
し
た
。 

 

当
日
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
に
参
加
さ
れ
た
皆
さ

ん
、
ご
苦
労
様
で
し
た
。

 

次
回
の
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
は
３
月
18
日
（
土
）

の
実
施
で
す
。
庶
務
部
と

子
ど
も
達
を
募
集
し
て
い

ま
す
。 

  

ま
ず
は
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー

ル
か
ら
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
気
軽
に
、
練
習
を
見

に
来
て
下
さ
い
。
練
習
は

土
・
日
曜
日
の
午
前
９
時

〜
12
時
で
す
。 

 

花
尻
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
入
部 

で
き
る
条
件
と
目
的
は 

 

花
尻
に
在
住
し
、
花
尻

町
内
会
加
入
の
こ
と
、
お

休
み
の
日
、
家
で
ゴ
ロ
ゴ

ロ
し
て
い
る
子
ど
も
達
で

す
。
入
部
金
、
年
会
費
も

な
く 

、
町
内
会
の
子
ど
も

 

花
尻
子
ど
も
会
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
は
、
「
明
る
く
、

楽
し
く
、
基
本
か
ら
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
現
在
、
13
人

（
男
子
11
人
、
女
子
２
人
）

で
活
動
し
て
い
ま
す
。 

 

監
督
・
コ
ー
チ
の
き
め

細
か
い
指
導
の
も
と
、
子

ど
も
達
は
元
気
に
練
習

し
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
も
バ

ッ
チ
リ
。 

 

学
年
を
問
わ
ず
と
て
も

仲
の
良
い
、
ズ
ッ
コ
ケ
の

楽
し
い
チ
ー
ム
で
す
。 

 

花
尻
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

で
は
、
新
１
年
生
か
ら
、

新
６
年
生
ま
で
、
男
女
の 

ソフトボールの練習に励む子ども達 

【
３
月
、
４
月
行
事
予
定 

町
内
会
関
係
】 

３
／
18(

土) 

時 

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
入
退
団
式 

集
会
所 

10

３
／
18(

土)

 20
時 

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル 

庶
務
部
・
土
木 

４
／
１
（
土
） 

19
時 

町
内
会
役
員
会 

集
会
所 

４
／
８
（
土
） 

19
時 

町
内
会
役
員
会 

集
会
所 

４
／
22
（
土
） 

19
時 

町
内
会
総
会 

集
会
所 

４
／
29
（日
） 

13
時 

お
宮
の
清
掃
（
予
定
）  

 
  

 

【
３
月
、
４
月
行
事
予
定 

関
係
団
体
関
係
】 

３
／
５
（日
） 

卒
会
・
お
別
れ
会
（
つ
ぼ
み
会
）
吉
備
公
民
館 

３
／
15(

水
） 

陵
南
幼
稚
園
卒
園
式 

陵
南
幼
稚
園 

３
／
16
（木
） 

吉
備
中
学
校
卒
業
式 

吉
備
中
学
校 

３
／
17(

金
） 

陵
南
小
学
校
卒
業
式 

陵
南
小
学
校 

３
／
25
（
土
） 

花
尻
子
ど
も
会
育
成
会
総
会 

集
会
所 

土
木
委
員
の
皆
様
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

  

花
尻
み
ど
り
町
で
泥
棒
、 

車
上
荒
ら
し
が
発
生
！ 

 

先
日
、
花
尻
み
ど
り
町

で
泥
棒
と
車
上
荒
ら
し
の

被
害
が
発
生
し
て
い
ま

す
。 

 

留
守
中
に
ガ
ラ
ス
を
破

り
泥
棒
に
入
ら
れ
た
の
と

車
上
荒
ら
し
に
あ
っ
て
い

ま
す
。 

 

お
出
掛
け
の
際
に
は
カ

ギ
を
掛
け
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
そ
の
カ
ギ

を
郵
便
ポ
ス
ト
な
ど
、
分 

か
る
場
所
に
は
絶
対
に
置

か
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ

い
。 

 

他
の
町
内
で
は
カ
ギ
を

ポ
ス
ト
に
置
い
て
外
出

し
、
そ
の
カ
ギ
で
空
き
巣

に
入
ら
れ
た
と
の
こ
と
で

す
。 

 

そ
し
て
、
ご
近
所
に
一

声
掛
け
て
下
さ
い
。 

 

ま
た
、
日
常
的
に
お
互

い
が
不
審
者
に
は
注
意
し

て
下
さ
い
。
も
し
、
不
審

者
を
見
ら
れ
た
場
合
は
西

警
察
署
か
吉
備
交
番
に
電

話
し
て
下
さ
い
。 

西
警
察
署 

 

２
５
４
ー
０
１
１
０ 


